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景
気
の
長
期
低
迷
の
下
で
、
昨
年
四
月
か
ら
の
消
費
税
の
引
き
上
げ
や
今
年
度
か
ら
の
軽
油
引
取
税
の
暫
定
税
率
の
五
年
間

延
長
な
ど
に
よ
る
コ
ス
ト
増
は
、
営
業
ト
ラ
ッ
ク
事
業
（
以
下
「
ト
ラ
ッ
ク
事
業
」
）
の
経
営
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
。
特
に
、

こ
の
よ
う
な
コ
ス
ト
増
を
届
出
運
賃
に
転
嫁
で
き
な
い
中
小
零
細
ト
ラ
ッ
ク
業
者
の
経
営
は
深
刻
な
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
荷
主
や
ト
ラ
ッ
ク
業
界
大
手
に
よ
る
優
越
的
地
位
の
濫
用
に
よ
っ
て
、
運
賃
の
中
か
ら
一
方
的
に
金
額
を
差
し
引
く
「
値

引
き
」
や
「
協
力
金
」
の
強
要
が
常
態
化
し
、
中
小
零
細
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
経
営
を
一
層
苦
し
め
て
い
る
。
ま
た
、
元
請
で

あ
る
ト
ラ
ッ
ク
業
界
大
手
が
運
賃
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
よ
っ
て
中
小
ト
ラ
ッ
ク
業
者
の
市
場
に
参
入
し
、
こ
れ
を
さ
ら
に
中
小
零
細

ト
ラ
ッ
ク
業
者
に
運
賃
を
安
く
下
請
化
さ
せ
る
実
態
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。 

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
経
営
圧
迫
が
、
ト
ラ
ッ
ク
労
働
者
の
労
働
条
件
を
切
り
下
げ
、
過
労
運
転
、
過
積
載
、
速
度
違
反
な
ど

に
よ
る
事
故
多
発
な
ど
の
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
の
認
識
は
、
ト
ラ
ッ
ク
業
界
で
は
常
識
と
な
っ
て
い
る
。
九
六
年
度

の
ト
ラ
ッ
ク
労
働
者
の
労
働
条
件
を
全
産
業
と
比
較
す
れ
ば
、
一
時
間
当
た
り
の
時
給
で
は
、
全
産
業
平
均
が
二
千
三
百
五
十

五
円
に
対
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
を
含
む
陸
上
貨
物
運
送
事
業
で
は
千
八
百
四
十
八
円
と
五
百
円
以
上
の
格
差
が
あ
り
、
労
働

時
間
数
で
は
全
産
業
平
均
が
二
千
二
百
四
十
四
時
間
に
対
し
て
、
二
千
五
百
九
十
二
時
間
と
三
百
四
十
八
時
間
も
長
く
な
っ
て 

ト
ラ
ッ
ク
事
業
の
経
営
環
境
と
そ
こ
で
働
く
ト
ラ
ッ
ク
労
働
者
の
労
働
条
件
改
善
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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い
る
。
ト
ラ
ッ
ク
事
業
の
労
働
災
害
死
亡
者
数
は
九
六
年
は
三
百
十
三
人
と
、
こ
の
五
年
間
で
五
十
人
も
増
加
、
労
働
省
は
昨

年
四
月
二
十
五
日
に
「
陸
上
貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
の
徹
底
」
（
労
働
基
準
局
長
指
導
）
を
（
社
）
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
な
ど
三
団
体
に
異
例
と
も
い
う
べ
き
指
導
を
行
っ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ッ
ク
事
業
の
経
営
環
境
と
労
働
条
件
を
改
善
を
す
る
こ
と
は
緊
急
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
の
事
項

に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

運
輸
省
は
九
七
年
六
月
の
「
協
力
金
」
問
題
で
ト
ラ
ッ
ク
業
界
へ
の
調
査
に
も
と
づ
き
、
九
七
年
六
月
十
八
日
付
で
荷
主

の
事
業
者
団
体
宛
に
「
ト
ラ
ッ
ク
事
業
の
取
引
の
正
常
化
に
関
す
る
協
力
依
頼
に
つ
い
て
」
を
、
（
社
）
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
宛
に
は
、
「
ト
ラ
ッ
ク
事
業
に
お
け
る
公
正
取
引
の
確
保
に
つ
い
て
」
の
「
通
達
」
を
出
し
た
。
こ
の
「
通
達
」
が
実

効
性
を
あ
げ
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

2 

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
元
請
と
下
請
の
間
や
利
用
運
送
事
業
者
と
実
運
送
事
業
者
で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
と
の
間
で
の 

1 

ト
ラ
ッ
ク
の
届
出
運
賃
の
遵
守
を
さ
せ
る
た
め
に
、
荷
主
等
の
一
方
的
な
運
賃
の
「
値
引
き
」
や
「
協
力
金
」
を
強
要

す
る
取
引
契
約
は
や
め
さ
せ
る
べ
き
だ
。
そ
の
た
め
に
は
政
府
は
、
罰
則
を
含
め
た
実
効
あ
る
具
体
的
な
措
置
を
、
政
府

あ
げ
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
の
か
。 

四 

 



 

二 

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
圧
倒
的
部
分
を
占
め
る
中
小
零
細
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
は
、
高
速
料
金
の
相
次
ぐ
値
上
げ
を
は
じ
め
、

昨
年
四
月
に
は
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
、
今
年
度
か
ら
は
軽
油
引
取
税
の
暫
定
税
率
が
再
び
五
年
間
延
長
な
ど
に
よ
る
コ
ス

ト
の
増
加
に
よ
っ
て
経
営
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
九
五
年
一
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
前
回

の
軽
油
引
取
税
率
の
税
率
増
加
分
の
運
賃
へ
の
転
嫁
が
で
き
た
事
業
者
は
一
五
％
に
す
ぎ
ず
、
多
く
の
中
小
零
細
ト
ラ
ッ
ク

事
業
者
は
自
己
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。 

1 

軽
油
引
取
税
や
消
費
税
等
の
税
金
や
高
速
料
金
の
引
き
上
げ
等
に
よ
る
コ
ス
ト
増
加
が
、
ど
の
よ
う
に
ト
ラ
ッ
ク
事
業

者
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
の
か
、
政
府
は
そ
の
実
態
に
つ
い
て
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
調
査
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
結
果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

3 

ま
た
、
荷
主
等
の
優
越
的
地
位
の
濫
用
に
よ
る
不
公
正
な
取
引
で
あ
る
「
値
引
き
」
や
「
協
力
金
」
の
強
要
を
や
め
さ

せ
、
事
業
者
の
届
出
運
賃
の
遵
守
の
重
要
性
を
喚
起
す
る
た
め
に
も
、
貨
物
自
動
車
適
正
化
事
業
機
関
の
指
導
項
目
に

あ
っ
た
「
運
賃
の
割
戻
は
し
な
い
か
」
の
項
目
を
復
活
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。 

「
値
引
き
」
や
「
協
力
金
」
の
強
要
を
な
く
す
る
た
め
に
、
運
輸
省
は
同
事
業
を
所
管
す
る
責
任
官
庁
と
し
て
、
実
効
あ

る
対
策
を
緊
急
に
取
る
べ
き
で
な
い
の
か
。 

五 

 



 

四 

陸
上
貨
物
運
送
事
業
に
お
い
て
、
交
通
労
働
災
害
を
含
め
た
死
亡
災
害
が
九
二
年
の
二
百
七
十
人
か
ら
四
年
連
続
で
増
加

し
た
た
め
に
、
九
七
年
四
月
二
十
五
日
付
で
労
働
基
準
局
長
名
に
よ
る
陸
上
貨
物
運
送
事
業
労
働
災
害
防
止
協
会
、
（
社
）

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、
日
本
路
線
ト
ラ
ッ
ク
連
盟
の
そ
れ
ぞ
れ
の
会
長
宛
に
、
「
陸
上
貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る
労
働
災 

三 

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
経
営
環
境
が
悪
化
し
、
ト
ラ
ッ
ク
労
働
者
の
長
時
間
運
転
に
よ
る
過
労
運
転
や
無
理
な
運
行
ス
ケ 

ジ
ュ
ー
ル
に
よ
る
速
度
違
反
、
過
積
載
な
ど
労
働
条
件
の
切
り
下
げ
や
安
全
性
無
視
が
横
行
し
て
い
る
。
ト
ラ
ッ
ク
事
業
が

事
故
多
発
業
種
と
い
わ
れ
る
の
も
、
同
事
業
の
経
営
環
境
の
悪
化
が
大
き
な
原
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、
過
積

載
と
過
労
運
転
防
止
策
に
つ
い
て
具
体
的
に
質
問
す
る
。 

2 

荷
物
名
や
そ
の
重
量
、
積
み
込
ん
だ
日
時
、
運
送
場
所
名
と
そ
の
着
時
間
予
定
等
を
書
き
込
ん
だ
「
輸
送
状
」
の
発
行

を
荷
主
等
（
利
用
運
送
事
業
者
を
含
む
）
に
義
務
づ
け
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。 

1 

過
積
載
防
止
対
策
と
し
て
ト
ラ
ッ
ク
車
両
に
自
重
計
の
設
置
を
義
務
づ
け
る
た
め
の
関
係
法
令
等
の
改
正
を
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
。 

2 

政
府
は
経
営
圧
迫
し
て
い
る
税
金
や
公
共
料
金
の
あ
り
方
を
見
直
し
て
、
中
小
零
細
ト
ラ
ッ
ク
業
者
の
負
担
を
軽
減
す

べ
き
で
は
な
い
の
か
。 

六 

 



 

 

七 

害
防
止
の
徹
底
に
つ
い
て
」
の
指
導
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
九
八
年
は
若
干
減
っ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
二
百
九
十
人

も
の
高
い
水
準
に
あ
る
。 

1 

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ッ
ク
業
者
を
含
む
陸
上
貨
物
運
送
事
業
の
事
故
多
発
の
原
因
に
つ
い
て
、
（
社
）
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
は
、
第
一
に
厳
し
い
時
間
指
定
、
第
二
に
深
夜
運
転
の
増
大
、
第
三
に
長
時
間
・
過
労
運
転
、
過
積
載
を
あ
げ
て
い

る
。
政
府
と
し
て
は
、
事
故
多
発
の
原
因
を
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。 

2 

政
府
は
い
ま
ま
で
事
故
多
発
対
策
を
、
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
き
た
の
か
、
ま
た
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
お
う

と
し
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


